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新収資料紹介
①「浪速年中行事絵巻」　明治41年～42年（1908～1909）　縦32.3×横678（cm）
　上田耕冲、上田耕甫、深田直城、庭山耕園、菅楯彦ら、四条派を中心とした画家による画13点と書２点か
らなる年中行事絵巻である。新左衛門漁仙（２世曽呂利新左衛門）の書に「この巻は浪花の各画伯の筆を揮
ひたまひし年中行事にして小西氏の需
もと
めなり」とあるよう小西氏の依頼を受け、最年長で90歳の上田耕冲か
ら31歳の菅楯彦までが揮毫したもので、幕末から明治・大正・昭和初期に大阪の日本画壇を支えた画家らが
顔をそろえている。
　明治40年代、大阪美術界の沈滞状況に危機感をもった画家たちが多数の絵画団体を結成した。明治40年に
は大阪市の画家300余人を集めて組織した大阪絵画会が結成されたが、絵巻に名前の見える庭山耕園、西川
桃嶺、大塚春嶺、喜多暉月らがその委員を務めている。
［箱書］浪速 年中行事絵巻　　［箱裏］小西家
［題簽］年中行事
　　　　①　「福禄寿」書家名判読不能　
　　　　②　直城［深田直城］　③　蘆月［中川蘆月］　④　越堂［尾竹越堂］
　　　　⑤　楯彦［菅楯彦］　　⑥　耕園［庭山耕園］　⑦　松谿［若林松谿］
　　　　⑧　暉月［喜多暉月］　⑨　耕冲［上田耕冲］　⑩　桃嶺［西川桃嶺］
　　　　⑪　耕甫［上田耕甫］　⑫　春嶺［大塚春嶺］　⑬　松堂［湯川松堂］
　　　　⑭　新左衛門 漁仙［２世 曽呂利新左衛門］　  ⑮　画家名判読不能
【参考文献】
「美術界の動向」（『新修大阪市史』第６巻、1994年）
深田直城 新左衛門漁仙による奥書
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②赤松麟作「大阪三十六景」
（明治百年記念出版　赤松麟作版画集、学修社、1967年）縦26.3×横37.5（cm）36枚
　赤松麟作（1878～1953）は岡山県津山生まれ。明治16年（1883）に一家で大阪の中之島に移る。同30年東
京美術学校西洋画科に入学。明治37年には大阪朝日新聞社に入社し、大正６年まで在籍した。明治40年梅田
に洋画塾を開き、佐伯祐三など多くの画家を送り出した。大正15年には心斎橋丹平ハウスに赤松洋画研究所
を開設している。
　本資料は昭和23年（1948）頃に作成された木版画集を復刻したもので、大阪市内の名所と豊中市の萩の寺
や箕面の滝など36の風景を収める。三十六景の内容は以下の通りである。
　①　大阪城　　　②　四天王寺の鳩　③　四天王寺　　④　戎橋　　　⑤　宗右衛門町　
　⑥　道頓堀　　　⑦　愛染堂　　　　⑧　天王寺公園　⑨　動物園　　⑩　一心寺
　⑪　住吉高灯籠　⑫　堺大浜　　　　⑬　浜寺公園　　⑭　住吉神社　⑮　本町
　⑯　なにわ橋　　⑰　あみだ池　　　⑱　天神橋　　　⑲　大正橋　　⑳　川口
　㉑　四ツ橋　　　㉒　心斎橋　　　　㉓　高津神社　　㉔　豊国神社　㉕　中央公会堂
　㉖　桜の宮　　　㉗　津村御堂　　　㉘　大阪大学　　㉙　御堂筋　　㉚　天満宮　
　㉛　控訴院　　　32　大阪市庁　　　33　十三　　　　34　萩の寺　　35　箕面公園　36　箕面の滝
　上は四ツ橋の風景。かつては西横堀川と長堀川が十字に交差し、上繋橋・下繋橋・炭屋橋・吉野屋橋の四
つの橋が「口」の字型に架けられており、江戸時代から名所として親しまれてきた。絵は南東角からの景色
である。手前には昭和３年（1929）に建立された上島鬼貫の「後の月入りて貌よし星の空」の句碑がみえ
る。橋の北西角には昭和12年（1937）に日本初の科学館としてオープンした大阪市立電気科学館が描かれて
いる。同館は、アジアではじめてプラネタリウムを導入した施設としても知られている。
 （祭礼遺産研究プロジェクトR.A.　内海寧子）
